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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

第１章 むかわ町における春期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMO として3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPI の設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「四季の館」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年5月24日（金）～26日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 5月 24日（金）  92枚 

  ② 5月 25日（土） 119枚 

  ③ 5月 26日（日）  90枚 

          合計 301枚 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=301） 

  女性と比べて男性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=301） 

  全体的にみると、50代が最も多く、次いで 60代、40代となっている。ミレニアム世

代である 20 代、30 代は約 14％となっており、10 代を合わせたとしても 18％にとど

まっており、若い世代があまり来訪していないことが分かった。40～60 代がこの調査地

のこの時期の中心的来訪世代ということである。これらの世代で約 66％となっている。 

  若い世代の割合が少ない状況であるため、その年代に対し効果的かつ集中的なプロモー

ションが必要となってくる。方法については、後述の情報源結果によって検討するのが望

ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 60代、40

代となっている。30 代以下は全体と比べて若干低い水準である。割合構成はほぼ全体と

同じである。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 40代、60

代・70代以上となっている。男性との違いは30代以下の若い世代の割合が多いことであ

る。約5ポイントの差がある。また、70代以上の高齢者も少し多くなっている。 

【女性×年代】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=301） 

  全体を見ると、道外からの来訪者が約33％となっており、平取町、日高町の 2町と比

べて道外からの来訪者が多く調査地へと訪れているのが分かった。これは、苫小牧港や新

千歳空港が近いことが起因していると推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内, 66.1% 

道外, 32.6% 

不明, 1.2% 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からの来訪者が最も多く約

38％を占めている。次いで多いのは日高地方である。いずれにしても、調査地から見て西

側からの居住者が多いことが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方で約半分を占めており、次いで胆振地方、

日高地方となっている。おおむね居住地から 1～2時間ぐらいで来ることができる来訪者

が多くなっている。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。東京、神奈川などの関東

圏からの来訪者は、全体の 48％となっており約半分を占めている。次いで大阪などの関

西圏（山口県などの中国地方も含む）は約39％、残りが他の地域から来ていることが分

かった。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では20～40ｋｍの範囲の居住地から多く訪れていることが分かった。平取

町や日高町での調査と比べると同じような傾向がみられる。調査時期が大型連休の後とい

う事もあり、80ｋｍを超えるような居住地からの来訪はあまりなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）同行者の構成（n=301） 

  全体としては、「夫婦」が最も多く、次いで「18歳以上の子供を含む大人の家族」、「ひ

とり」と続いている。割合は多少違うが、日高町の調査と同じ構成となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、どちら

も夫婦での来訪が多くなっており、女性については家族単位での来訪が約 75％となってお

り、多くが家族単位で来ていることが分かった。反対に男性は約 63％で約12ポイント差

があることが分かった。 

  年代別にみると、10代はほとんどが家族単位での来訪となっており、20代になると家

族単位が多いものの、友人との来訪の割合が高いのが他の年代と比べて特徴的である。「17

歳以下の子供連れ家族」での来訪が多いのは30代である。50代以降になると「夫婦」で

の来訪が多くなっており、約半分を占めている。60代は「ひとり」での来訪が多くなっ

ており、そのうちの半分が道外からの来訪者であった。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪回数（n=301） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、初めての来訪が約 32％で、残りの約68％がリピーターということになる。そ

の中でも5回以上の来訪が約 45％となっている。 

  性別で見ると、女性よりも男性の方が、リピーター率が高くなっている。 

年代別にみると、20代、30代においては、全体の中で特に「初めての来訪」が多くな

っている。もっともリピーター率が高い・回数が多い年代としては、70代以上であった。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-２ むかわ町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）再来訪期間（n=203） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、最も多いのが半年以内の来訪で、1年以内の来訪を含めると合わせて 67％

となり、短いスパンでの来訪が多いことが分かった。 

  性別でみると、男女の差は特にみられなかった。 

  年代で見てみると、40代以下の年代は、全体と比べて短いスパンでの来訪率が高くな

っている。一方、70代以上の来訪者のリピート回数は多いものの、「久しぶりに」訪れて

いる人が全体と比べて多いようである。 

さらに短いスパンで来訪してもらうことによって、来訪者が増え、地域内消費額の向上

が見込まれる。いかにして短いスパンでの来訪を増やしていくか、検討すべき課題である。 

【全体および年代別の再来訪期間】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪手段（n=301） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。

次いでレンタカーとなっている。また、公共交通機関を利用して来訪している人は

ほとんどいなかった。他の２町での調査結果と比べてもほとんど同じような傾向と

みられる。この調査時は平取町でのイベント（すずらん観賞会）があったため、バ

スツアーを利用し、来訪している人が若干いた。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 11.0ポイント）とな

っているが、全体的には同じような傾向となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-３ 今回のご旅行でむかわ町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）出発地からの所要時間（n=301） 

  出発地からむかわ町までの所要時間についてだが、2 時間台で来訪している人が多くな

っている。4 時間以上は道外からの来訪者の所要時間となっていため、概ね道内の来訪者

は2時間台以内にむかわ町へ来訪していることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地からむかわ町までの所要時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町を訪れるまでに立寄った先（n=301） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、立寄った人が約 57％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。一番多いのは安平町で、

次いで苫小牧市、石狩地方と続いている。安平町が多いのは、新しい道の駅「あびら D51

ステーション」ができたことが起因していると推測する。 

ルート的に考えると、苫小牧方面からは国道 235号、または日高道を利用したと推定す

る西ルートからの来訪が最も多く約 61％となっている。 

日高地方側からの国道 235号を利用したと推定する東ルートが約 26％、旭川方面から

の国道237号（日高町日高地区、平取町を経由）を利用したと推定する北ルートが約 13％

となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）むかわ町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=301） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 68％に上っており、多くの来訪者が調査地からど

こか違う場所へ移動する、となっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが、平取町で、次いで日高地方、苫小牧市と続いている。平取町が多い理由としては、

調査時期が、「すずらん観賞会」の時期と重なっているため、このような結果になったと推

測する。 

  ルート的に考えると、日高地方方面の東ルートを辿る人が約 54％全体の約 5割強を占

めている。次いで、苫小牧や千歳方面への西ルートへは約 41％で、十勝や上川地方方面

への北ルートが約5％となっており、北ルートへ辿る人はほとんどいなかった。 

【立寄る予定の具体的地名】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）ルート検証（n=301） 

  どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。多いのは、「西エリアから西エリアへ」と「西エリアから東エリアへ」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東エリアからの来訪

（平取や新ひだかなど） 

む
か
わ
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

む
か
わ
町 

全体の 19.4％が 

東エリアから 

全体の 11.5％が 

北エリアから 

全体の 69.1％が 

西エリアから 

西エリアからの来訪 
（札幌や夕張など） 

む
か
わ
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

56.6％ 

40.6％ 

2.8％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

72.2％ 

25.9％ 

1.9％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

85.7％ 

0.0％ 

14.3％ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）滞在時間（n=301） 

  全体的にみると、約 86％という高い割合で半日の日帰りで次の場所に移ってし

まう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 6.0％と低い水準で

ある。1泊以上のむかわ町での宿泊者は、約 13％となっている。 

  年代別にみると、どの世代においても長く滞在している世代はない。10代と20

代においては、すべてが、半日の日帰りとなっている。 

  全体的に滞在時間が短い（特に半日の日帰り）状況にあり、滞在時間と地域での

消費金額の関係性ははっきりとしているため、半日を一日にするような仕組みづく

りが必要である。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-６ むかわ町での滞在時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町以外での宿泊（n=301） 

  今回の旅行において、むかわ町以外でも宿泊すると回答した人は、約 34％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

  その約 34％の内訳としては、札幌・小樽が最も多く、約 35％となっている。次いで千

歳・苫小牧が約16％、旭川・富良野が約 14％となっている。札幌・小樽や千歳・苫小牧

の宿泊が多い要因としては、ゴールデンルートにあることと、むかわ町からの距離が近い

ためと推測する。 

【むかわ町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、むかわ町以外で宿泊されますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

来訪者にとってむかわ町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようにな

った。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かについて、さらに「ある」と回答し

た人には具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 84％となっており、イメージがある人がほ

とんどであった。居住地別でみると、道内居住者は約91％の方が「ある」と回答しており、

道外居住者と比べると約 32ポイントも多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「ししゃも」である。約 78％も占めており、ブランド化がしっかり

とされている証拠である。「恐竜」については、約 7％となっており、むかわ竜の報道により

認知度はあるが、むかわ町の第一イメージというわけではないようである。次いで、「たんぽ

ぽ」と続いている。平取町の調査と同じように「食」のイメージが強いようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「むかわ町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=298） 

  全体的にみると「自然を楽しむため」と回答した人が約 32％で全体の 1／3を占めてい

る。次いで、「おいしものを求めて」「その他」と回答している。また、「歴史・文化を知る

ため」と回答した人はほとんどいなかった。 

  性別で見てみると、男性よりも女性の方が「おいしいものを求めて」と「自然を楽しむ

ため」と回答している人が若干多くなっている。 

  年代別に見ると、多く「おいしいものを求めて」と回答しているのは 30代と60であ

った。また、多く「自然を楽しむため」と回答した年代は 10代と70代以上である。ま

た、40代においては他の年代と比べて、旅行動機理由が平準的になっているのが特徴的

である。 

  【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-９ 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、「その他」（全体割合の 16.4％）の具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約 39％となっており、通りすがりに来訪したと推

測する。その他には「道の駅巡り」「その他観光」「温泉」の順となっており、アンケート

回答者の中には日高町の調査同様に道の駅スタンプラリー帳をもっている人が多くみるこ

とができた。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」が旅行動機の中心とな

っていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比べると、主要な選定

理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=301） 

  むかわ町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 2,238円となってい

る。最小値の0円は 47件もあり、最大値の30,000円は1件あった。 

項 目 金 額 

平均金額 2,238円 

最小金額 0円 

最大金額 30,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、5,000円未満の消費金額が

多かったため、以下のような図の形になった。最低金額「0円」が47件もあったことか

ら、「5,000円未満」の数が多くなっている。「0円」が多い理由としては、道の駅のトイ

レだけ利用した人が多かったためと推測する。日高町も同じように平均消費金額が低くな

っている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行でむかわ町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは5,000円未満の約82％である。次いで5,000円～10,000円未満が約 9％、

10,000円～15,000円未満が約3％となっている。 

  性別で見てみると、男女差の違いはあまりみられなかった。この図からは読み解くこと

はできないが、平均金額でいうと、男性が約 2,300円、女性が約2,100円となっており、

男性の方が200円多く消費していることが分かった。 

  年代別にみると、どの年代も全体と比べて割合はあまり変わらない。その中でも多く消

費している年代としては、40代であった。全体の平均消費額より約600円高かった。 

 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）何に使ったか（n＝331） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以下の図のような

割合になった。この問いは予定も含んでいるので「不明」は何を消費するか決めてはいな

いが、予定はある、ということである。 

  全体的にみると、割合は「買物・お土産代」が最も多く、次いで「飲食費」となってい

る。調査地点の道の駅には、「温泉」や「宿泊」もあるが、このアンケート調査ではあまり

利用がない状態となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=30１） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。札幌と道外については全体

と比べて消費金額が高くなっている。この図からは読み解くことができないが、道外から

の居住者の平均消費金額は、約3,800円となっており、全体の平均消費金額より、約1,500

円も高くなっている。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=301） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。半日・一日の日帰りで

約2,000円以下の消費金額となっている。1泊2日では、約6,500円となっており、日

帰りの3倍となっている。2泊以上となると、日帰りの約 5～6倍となっている。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=339） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、むかわ町を選んだ際の情報源が何か、全体

および性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多い。その次には、情

報源を持たない「特に無し」、「その他」と続いている。 

男女別にみてみると、男性よりも女性の方が「自身の経験」が少なく、「家族・友人知人

からの紹介」が多くなっている。 

  年代別でみると、「自身の経験」で最も多く来訪しているのは、70代以上である。全体

の中で「特に無し」「家族・友人知人からの紹介」の割合が高いのは20代である。インタ

ーネットを活用した情報収集が多かった来訪世代としては 30代であった。反対に最も低

かったのは10代であった。紙媒体によるものとしては、全体で約8％となっており、年

代別に見ても差がなかった。 

  時流でいえばデジタルマーケティングがプロモーションの中心となっているが、年代に

よってはアナログ的な情報媒体も必要であるため、ターゲット層によって、どの媒体でプ

ロモーションを行っていくかを決める必要がある。 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行でむかわ町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

  

（１）景観や雰囲気（n=287） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 76％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 24％、「不満」

は全くなかった。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観の満足

度は約78％となっていることから、満足度は道の調査とほぼ同じ水準であるということ

になる。 

  性別でみると、男女の差異は見られなかった。また、全体との比較でもあまり変わらな

かった。 

  年代別でみると、20代だけが「満足」と「普通」が半分ずつの割合となっている。他

の世代については、全体と比べてあまり変わりがなかった。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、むかわ町での満足度をお聞かせください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）食事・飲食店（n=201） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約71％と回答者の約7割を占めている。また、

「普通」と回答した人は約 26％、「不満」と答えたのは約 3％となっている。平成 28年

度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっているこ

とから、満足度は道の調査とほぼ同じ水準であるということになる。 

  性別でみると全体割合と差異はほとんど見られない。 

  年代別でみると、満足度が高いのは60代、70代以上で、逆に低いのは 20代、50代

であり、さらに20代は「不満」も多くなっている。50代は満足度は低いが「不満」はな

い。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）物販・お土産（n=264） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約75％、「普通」は約 28％、「不満」は約 2％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約67％となっていることから、満足度は道の調査より若干高い水準であるとい

うことになる。 

  性別でみると、男女の差異は見られなかった。また、全体との比較でもあまり変わらな

かった。 

  年代別でいうと、満足度が全体より高いのは 10代、30代、40代、60代である。反

対に低いのは、20代と50代である。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）宿泊（n=41） 

  宿泊については、体験プログラム同様、未経験者が多いため、サンプル数は少なくなっ

ている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約71％、「普通」が約 27％、「不満」が約 2％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約66％となっていることから、満足度は道の調査より少し高い水準であるということ

になる。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度が約 28ポイント高くなっている。さらに

「不満」と回答した人はいなかった。 

  年代別にみると、10代は経験者がいなく空欄となっている。20代においては全ては「満

足」と回答している。もっとも低い満足度は 40代の約43％である。年代別には満足度に

ばらつきがあるものの、「不満」は30代のみとなっている。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 

 

 

 

  



 

 

  
30 

 

 

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（５）総合満足度（n=793） 

  （１）～（４）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 74％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約93％となっていることから、むかわ町はそれよりも約 19ポイント低い数値になっ

ていることが分かる。 

  性別でみると、差異はあまり見られなかった。 

  年代別にみると、「満足」は 30代が最も高く、20代が最も低かった。約 34ポイント

の差が出ている。 

  「普通」を「満足」に変えるような取組みを行うことにより、少しずつ満足度を高めて

いくことができる。「その場所でしか食べられないもの、買えないもの」等を充実するなど

の取組みが考えられる。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（６）来訪回数別全体満足度（n=793） 

以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。初めての来訪者の満足度は高く、

約91％でほとんどが満足している。リピーターの中では 2回目の来訪者の満足度が最も

高く約83％となっている。リピート回数を追うごとに、満足度が低くなっていくのが分か

った。 

初めての来訪者とリピーターの満足度を比較すると、リピーターの方が、約14ポイン

ト満足度が低いのが分かった。 
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（１）自由記入（n=49） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（301）の約 16％となっている。時間的余裕があ

るためなのか、多くの人に記入していただいた。同じような回答についてはある程度集約

し抜粋したものをカテゴリに分け、以下に記載する。 

  意見としては、「道の駅」というフレーズが多く上げられた。また、震災についての意見

も多く取り上げられ、「震災被害にあった町」というイメージがついているように思える。

ほとんど肯定的な意見が多かった。 

特徴的な意見としては、「ししゃも以外の地域資源があることを知らない人が多いので

は？」というものがあった。性別、世代、居住地、ライフスタイルにより認知方法に違い

があるが、すべてに対して周知することは難しいので、ターゲットを明確にすることによ

り、周知方法を設定でき、ししゃもだけではない地域資源があることを伝えることができ

る。 

 

※（性別／年代／居住地） 

 ① 肯定的な感想 

  ・ししゃも猫グッズがとてもかわいくて気に入りました。神戸での被災経験があるので、

地震は他人事ではなくて、心配しています。焦らず頑張り過ぎず未来を信じていかれ

ますように。また、参ります。（女性／40代／道外） 

  ・道の駅の設備は非常に良いと思います。（男性／60代／道外） 

  ・道の駅に寄らせていただきましたところ、お土産屋さんの商品の種類の多さに大変ビ

ックリ。いろいろ工夫を凝らして取り組まれているところがすごいなぁと思いました。

今回、限られて時間の中でちょっと立ち寄った訳ですが、今度ゆっくり来られたらい

いなぁと思います。トイレもきれいで大変助かりました。地元に戻ったらむかわ町の

お話がしたいです。（男性／60代／その他道内） 

  ・食べ物がおいしい。（男性／40代／札幌）             

など 

 

 ② 否定的な感想 

  ・道の駅のトイレを夜中に利用したが、意外と入りにくい雰囲気だった。警備の人も寝

ていたし。（女性／40代／その他道内） 

   

 ③ 要望 

  ・他の道の駅と同じ様に多少の金額がかかってもいいので、ごみ処理、水道使用を可能

にしてほしい。個人的には大変好きな町であり、良い道の駅です。（男性／60代／道

外） 

  ・イートイン、ファストフードが充実したらうれしい。（女性／40代／その他道内） 

2-1３ 今回、むかわ町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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  ・道の駅横の日帰り温泉が朝早くから入れる事をもう少しＳＮＳ、雑誌等に載せてほし

い。夜中に三石まで行って風呂入る予定でしたが苫小牧の温泉施設で入ってしまいま

した。知っていれば良かったと思いました。（男性／20代／その他道内）   など 

 

 ④ 意見 

  ・事前が豊かで野菜もおいしい良い所だと思います。日高線の終着にもなりますので、

今後、鉄道フアンも増えるかと思います。（廃線跡の利活用次第で）（男性／50代／

札幌） 

  ・道の駅で宿泊できることに驚きました。（男性／30代／道外） 

  ・ししゃも（試食）美味しくて買って帰ります。「道の駅」も思っていたより大きくてび

っくり以外と近いので、また寄りたいと思います。（女性／50代／その他道内） 

  ・むかわ竜や鈴木先生など、ししゃも以外もあることを知らない人も多いのではと思い

ました。時間があればゆっくり回りたいです。（女性／50代／札幌） 

 など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 51.5％、女性48.5％ 

年代構成 
10代 4.3％、20代 3.7％、30代 10.0％、40代 19.6％、50代 24.6％、

60代 21.6％、70代以上16.3％ 

居住地 道内 75.4％ 道外 24.3％ 不明 0.3％ 

同行者 

子供連れ家族（17歳以下）11.0％、大人の家族（18歳以上）12.9％、夫

婦39.4％、ひとり20.0％、友人 5.2％、カップル2.6％、その他 7.7％、

不明1.3％ 

町イメージ ある 83.7％、ない16.3％ 

来訪回数 
初めて31.6％、2回目11.6％、3回目10.6％、4回目 1.7％、5回以上

44.5％ 

再来訪期間 半年以内 40.9％、1年以内26.1％、３年以内19.7％、それ以前13.3％ 

来訪手段 マイカー85.0％、公共交通機関1.3％、バスツアー3.7％、その他 10.0％ 

所要時間 
1時間未満 15.0％、1時間台20.9％、2時間台26.2％、3時間台4.7％、 

4時間以上 32.6％、不明0.7％ 

立寄り先 立寄った 56.8％、立寄っていない 42.5％ 不明 0.7％ 

立寄る予定 立寄る68.1％、立寄らない27.6％ 不明 4.3％ 

滞在時間 
日帰り（半日）85.7％、日帰り（一日）6.0％、1泊 2日 4.7％、 

2泊 3日 1.0％、3日以上1.7％ 不明 1.0％ 

町外宿拍 する 34.2％、しない64.1％、不明 1.7％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 27.2％、歴史・文化を知るため 2.7％、 

自然を楽しむため 31.5％、日常から解放されるため 9.7％、 

家族サービスのため 12.4％、その他 16.4％ 

消費金額 平均 2,331円、最小値0円、最大値 30,000円 

情報源 
自身の経験 33.9％、家族・友人知人などからの紹介 12.1％、インターネッ

ト利用（SNS含む）12.4％、紙媒体など 7.7％、その他 33.9％ 

総合満足度 満足 74.1％、普通24.3％、不満 1.5％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 76.3％、普通23.7％、不満 0.0％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 70.6％、普通26.4％、不満 3.0％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 75.0％、普通23.1％、不満 1.9％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 70.7％、普通26.8％、不満 2.4％ 
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第２章 日高町における春期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPI の設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  平成 3１年５月10日（金）～12日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、イメージ、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① ５月 10日（金）  77枚 

  ② ５月 11日（土） 124枚 

  ③ ５月 12日（日） 101枚 

          合計 302枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=302） 

  女性と比べて男性の方が少し多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=302） 

  全体的にみると、60 代が最も多く、次いで 50 代、40 代・70代以上（同率）となっ

ている。ミレニアム世代である 20 代、30 代は約１5％となっており、10 代を合わせた

としても約 19％にとどまっており、若い世代の来訪が少なくなっている。中年齢層であ

る40～50代は約37％となり、約4割を占めている。 

  これからの当地域の観光を考えるうえで、若い世代の少なさは大きな課題となる。早急

に集中的にアプローチをする必要があると分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 
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  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 60代が最も多く、次いで 50代、40

代・70代以上（同率）となっている。30代以下は低い水準である。全体割合と比べてほ

とんど変わらない傾向となっている。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては６0代が最も多く、次いで 50代、40

代・70代以上（同率）となっている。ほとんど男性との違いはみられなかった。 

【女性×年代】 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=302） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 92％となっており、ほとんどの来訪者が道内から

調査地へと訪れているのが分かった。 
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  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からの来訪者が最も多く約

34％を占めている。次いで多いのは帯広市である。近隣町である平取町やむかわ町からの

来訪者はほとんどいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方で、次いで十勝地方、胆振・釧路地方（同

率）となっている。おおむね居住地から 2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多くな

っている。 
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  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。データサンプル数が少な

いため、大きなエリアにわけて集計をした。北陸を含む東日本からの来訪者は、全体の約

29％となっており約 3割となっている。西日本は約71％となっており、多くの道外者は

西日本からの来訪となっていることがわかっている。 
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  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では30～40ｋｍの範囲の居住地がより多く訪れていることが分かった。帯

広市周辺からの来訪者が多いのが特徴となっており、調査場所の位置が関係していると思

われる。これは、高速道路の延長および日勝峠があることが起因していると推測する。い

ずれにしても、交通網による来訪しやすさが大きく関係していると言える。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=302） 

  全体としては、夫婦が最も多く、次いで大人の家族、ひとり、と続いている。夫婦やひ

とりが多いことを考えると、同行者数が少ない形での来訪が目立っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、どちら

も夫婦での来訪が多くなっている。女性については夫婦を含む家族での来訪が約 81％とな

っており、ほとんどが家族単位で来ていることが分かった。反対に男性は女性よりもひと

りでの来訪が多くなっている。 

  年代別にみると、10代はすべてが家族単位での来訪となっており、20代になると家族

単位や友人と来訪する割合が高くなっている。30代、40代は17歳以下の子供連れ家族

での来訪が他の年代と比べて多く、50代より上の年齢層においては、半分近くが夫婦で

の来訪となっている。また、大人の家族とひとりでの来訪の割合がそれぞれ約 2割となっ

ている。 

【性別・年代別の同行者構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
43 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪回数（n=302） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、5回以上の来訪が約 73％となっており、ほとんどが高回数のリピーターである

ことがわかっている。一方、初めての来訪者は約 13％となっている。 

  性別で見ると、男性の方が女性と比べて約5ポイントリピート率が高くなっている。 

年代別にみると、10代においては、初めての来訪が約42％となっている。20代～40

代においても、全体と比べて初めての来訪が多くなっている。50代以降、全体と比べてリ

ピーター率が高くなっており、特に 60代においては、ほとんどがリピーターとなってい

ることが分かった。当地域における観光客数の底上げを図るならば、新規の来訪者の獲得

も重要な課題となり、積極的に PR していくことが必要となってくる。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=263） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、半年以内に再び訪れている来訪者が多く約 48％と半分近くになっている。

次いで、1年以内が約 27％となっており、合わせると約 75％が1年以内に訪れており、

来訪者の1／4の短いスパンで来訪していることが分かった。男女差は特には見られない

が、男性の方が若干短いスパンで来訪していることが分かっている。 

  年代で見てみると、10代、30代、40代は他の年代と比べて長いスパンでの来訪とな

っている。反対に、20代、50代～70代以上は 1年以内の短いスパンで訪れていること

が分かっている。 

 

【全体および年代別の再来訪期間】 
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（１）来訪手段（n=302） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。

次いでレンタカー、自家用のバイクとなっている。また、公共交通機関を利用して

来訪している人はいなかった。これらは、昨年度の調査とほとんど変わらない結果

となっている。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 18.4ポイント）とな

っているが、全体的には同じような傾向となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行で日高町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 



 

 

  
46 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）出発地からの所要時間（n=302） 

  出発地から日高町までの所要時間についてだが、その多くは2時間台で、次いで1時間

台となっている。2 時間以内が約 58％となっており、約 6 割を占めている。これは都市

圏域からの位置が関係しているため、このような結果になったと分析する。 

  札幌圏内からは、2 時間台が最も多くなっている。距離的にみて、どこにも寄らず来訪

した人が多いとみることができる。4 時間以上は道外者と様々な場所を経由して来訪して

いる人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地から日高町までの所要時間を教えてください。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=302） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、ほとんど同じ割合であった。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。来訪した市町村が多岐に

わたっているため集計が難しく、振興局単位でまとめた。一番多いのは夕張市を含む空知

地方で、次いで十勝地方、胆振地方と続いている。 

ルート的に考えると、長沼町や夕張方面からの国道 274号・道東道を利用したと推定す

る西ルートからの来訪が最も多く約39％で、これは長沼町の道の駅「マオイの丘」、夕張

市の道の駅「夕張メロード」に立ち寄ったものと推測する。 

太平洋側からの国道 237号を利用したと想定する南ルートが約26％、日勝峠・道東道

を利用したと推定する東ルートが約 19％、旭川方面からの国道237号を利用したと推定

する北ルートが約13％、となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 
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（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=302） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 73％に上っており、おおむね調査地からどこか違

う場所へ移動するとなっている。立寄る予定はないと回答した人の中の多くに「〇〇の帰

りで、そのまま帰る」とヒアリングからわかっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが、札幌市で、次いで帯広市、胆振地方、占冠村と続いている。 

  ルート的に考えると、札幌方面への西ルートが約 32％。次いで、帯広方面の東ルート

を辿る人が約30％となっており、西、東へそれぞれ約 3割ずつの人が辿ることが分かっ

た。太平洋側への南ルートが約 20％、旭川方面への北ルートが約14％となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 
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（３）ルート検証（n=302） 

  どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。多いのは、「西エリアから東エリアへ」、「東エリアから西エリアへ」となっていること

から、東西を行き来している人が多いことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西エリアからの来訪 
（札幌や夕張など） 

日
高
町 

東エリアからの来訪 
（帯広や釧路など） 

日
高
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

日
高
町 

南エリアからの来訪 
（苫小牧や新冠など） 

日
高
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

西エリアへ 

東エリアへ 

南エリアへ 

北エリアへ 

全体の 33.6％が 

西エリアから 

全体の 33.6％が 

東エリアから 

全体の 19.3％が 

南エリアから 

全体の 13.0％が 

北エリアから 

47.7％ 

17.4％ 

15.1％ 

19.8％ 

22.1％ 

48.4％ 

22.1％ 

7.4％ 

37.1％ 

11.3％ 

30.6％ 

21.0％ 

16.7％ 

41.6％ 

8.3％ 

33.3％ 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）滞在時間（n=302） 

  全体的にみると、約 87％というかなり高い割合で半日の日帰りで次の場所に移

ってしまう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 8％と低い水

準である。1泊以上の日高町での宿泊者は、約5％となっており、かなり少ない状

態であることが分かった。 

  年代別にみると、全体と比べて長く滞在している世代としては 10代と70代以

上である。最も短い滞在（日帰り）の割合が高い世代としては60 代で約94％で

あり、ほとんどを占めている。宿泊を伴う滞在としては、１泊２日が多くなってい

る。 

  いずれにしても全体的に滞在時間がかなり短くなっているので、少しでも長く滞

在してもらえるような仕組みづくりが必要である。調査地である樹海ロード日高近

くには滞在時間を延ばすことができる体験場所があるので、効果的に PRすること

によって利用者が増え、滞在時間を延ばしていくことができると分析する。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-6 日高町での滞在時間を教えてください。 
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（１）日高町以外での宿泊（n=302） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約 49％となっており、

ほぼ半数となっている。昨年度の夏の調査では約 71％となっているので、それよりも低

くなっている。調査時期がゴールデンウイークを過ぎであったためか、宿泊を伴わない旅

行形態となっていると思われる。 

 

 

 

 

 

 

  その約 49％の内訳としては、帯広市・十勝地方が最も多く、約29％で約 3割を占めて

いる。次いでが札幌・小樽が約28％、千歳・苫小牧、旭川・富良野がそれぞれ約 10％と

なっている。帯広・十勝地方と札幌・小樽が多くなっている理由としては、日勝峠を利用

しこの調査地点を経由してそれぞれの地域を行き来しているためと推測する。 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-7 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 70％となっており、イメージがある人が多

くみられている。居住地別でみると、道内居住者より道外居住者の方が「ある」と回答して

いるのが約15ポイント多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「馬」である。これは、日高＝馬（競走馬）というイメージが定着し

ている証拠といえる。次いで、「昆布」が約 27％となっており、「日高昆布」や「日高昆布

醤油」などの商品によってイメージがついているものと思われる。その他には、「自然」「ア

ウトドア」合わせると約 23％となり、これは日高町日高地域のイメージともいえる。アウ

トドアで売り出していくためには、イメージ戦略が必要となり、PRを中心に観光事業を進め

て行くのが良いと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=302） 

  全体的にみると「その他」と回答した人が約 38％で全体の約4割を占めている。次い

で、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」と回答している。「その他」の内容につ

いては次ページに記載する。調査時期はまだアクティビティの本番となる時期ではないた

め、一般的な観光の目的として多くあげられる（次頁図「平成28年度観光客動態・満足

度調査報告書」参照）、「おいしいものを求めて」「自然をたのしむため」がほぼ同じ割合と

なっている。また、当調査ポイントにおいては「歴史・文化を知るため」と回答した人は

ほとんどいなかった。 

  性別で見てみると、男性よりも女性の方が「おいしいものを求めて」と回答している人

が多くなっているが、大きな差はないので特筆すべき点はない。 

  年代別に見ると、どの世代もほとんどが「その他」が最も多い割合となっている。その

ほかには、「おいしいものを求めて」と多く回答した世代は 20代と70代以上で、「自然

を楽しむため」と多く回答した世代は 40代と 70代以上であった。「日常から解放される

ため」と多く回答した世代は、50代であった。 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 37.7％）で具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約45％と多く、観光目的ではなく当地域に訪れて

いることが分かっている。次いで「道の駅」と続き、アンケート回答者の中の多くに、道

の駅スタンプラリー帳をもっている人をみることができた。道の駅をめぐることが、観光

の目的としており、「各地域でのおいしものを食べることが楽しみ」とヒアリングからわか

っている。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「その他」を除いて、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」が

旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比

べると、主要な選定理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）消費額（n=302） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 909円となっている。

最小値の0円は95件で、最大値の 10,000円は 3件だけだった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 909円 

最小金額 0円 

最大金額 10,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきが大きい

のが分かる。赤い線が平均金額である。0円が 95件（全体の約31％）もあるため、平均

金額を押し下げている形になっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 

 



 

 

  
56 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは5,000円未満の約97％である。次いで5,000～10,000円未満、10,000円～

15,000円未満となっている。 

  性別で見てみると、違いはほとんど見られなかった。 

  年代別で見てみると、30代が全体の中で平均消費金額が最も高くなっている。反対に

最も低くなっているのが、70代以上となっている。その差は倍近くになっている。いず

れにしても、平均消費金額は 606円と低く、昨年度の平均消費金額（夏～冬）が 7,230

円となっていることから、6,624円低くなっていることが分かっている。これは、滞在時

間との関係性があり、当調査では滞在時間が非常に短く、消費しない（トイレ休憩だけ）

で通り過ぎているため、消費金額が低くなっていると言える。 

  消費金額をあげるとすれば、すこしでも滞在時間を延ばす取り組みが必要となる。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 
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（２）何に使ったか（n＝207） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。使い道としては、

食事と買物（お土産含む）の二つのカテゴリしかなく以下の図のような割合になった。 

  割合としては、飲食代と買物が同じような割合となっている。飲食代としては 1,000円

と回答している人が多かった。買物・お土産代の内容としては、ジュースやお菓子、ソフ

トクリームと回答している人が多かった。自然体験により消費した人はほとんどいなかっ

た。今回の調査では滞在時間が短く宿泊者がほとんどいないため平均消費金額も少なくな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=302） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。ほぼ、どこの居住地の来訪

者も消費金額は少なく、地域によって差がないことが分かった。若干苫小牧の来訪者が全

体と比べて高くはなっているが、特筆すべきものではない。 
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=302） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日、一日）

の滞在では800円台と低くなっており、1泊2日では3,362円となっている。この 1

泊の来訪者にヒアリングをしたところ、食事はある程度するが、車中泊するためにお金は

あまりかけないとのことであった。また、2泊以上の滞在では消費金額がそれぞれ 1000

円となっており、これは食材などを持ち込み車中泊しているか、もしくは家族や知人宅に

泊まるため消費金額が少なくなっていると推測する。 
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（１）情報源（n=329） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多く約 40％となって

いる。その次には、情報源を持たない「特に無し」、「その他」と続いている。 

男女別にみてみると、男性よりも女性の方が「家族・友人知人からの紹介」が若干多い

ものの、その他については差がない状態となっている。インターネットの情報源（HPや

SNSなどを合算したもの）は全体的には約9％となっており、当地に来訪している人でイ

ンターネットを活用して来訪している人は少ない。 

  年代別でいうと、「自身の経験」で最も多く来訪しているのは、60代、70代以上であ

る。「家族・友人知人からの紹介」で最も多く来訪しているのは、10代である。インター

ネットを活用した情報収集が多かった来訪世代としては、40代であった。また、SNSを

よく利用している世代である 10～40代は、SNSを全く利用していなく、来訪している

のが分かった。 

  この来訪した際の情報源は、通りすがり（通過点）であるか、目的地であるか、によっ

て左右されやすく、「特に無し」が多い場合は通りすがりである場合が多い。 

  体験コンテンツの増加と PR の方法により通りすがりから目的地へと変えることができ

るが、今回の調査をもとに今後のPR方法を検討するとすれば、利用が少なかったインタ

ーネットを含むSNSでの PRを多くすることによって、新規顧客の獲得にもつながり、来

訪者の年齢層の平準化も図れると考えられる。 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=289） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 74％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 24％、「不満」

は約1％となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観

の満足度は約78％となっていることから、満足度は道の調査の水準とほぼ同じであるこ

とが分かった。 

  性別でみると、男女の差異は見られなかった。また、全体との比較でもあまり変わらな

かった。 

  年代別でみると、10代は全てが「満足」と回答している。20代～40代は全体と比べ

て満足度が高くなっており、50代と60代は低くなっている。来訪したことがある回数に

よって、景観や雰囲気の満足度は低くなっていくと思われるが、時期的な問題もあると推

測する。たとえば、美しく見える「桜」の時期や壮大な雰囲気を感じることができる時期

であれば、満足度は変わってくると推測する。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=227） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 47％と回答者の半分ぐらいである。また、

「普通」と回答した人は約 45％、「不満」と答えたのは約 8％となっている。平成28年

度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約70％となっているこ

とから、満足度はかなり低い水準であるということになる。 

  性別でみると「満足」と「普通」は男女の差はあまりないが、「不満」については女性よ

り男性の方が約10ポイントも高くなっているのが特徴的である。 

  年代別でみると、全体と比べて満足度が高くなっているのは40代と70代以上であり、

その他の世代については低くなっている。また、10代においては「不満」が高くなって

おり、経験者の2割が満足していないことが分かっている。 

  いずれにしても、満足度は低くなっており、対策が必要であると分析する。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=250） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約46％、「普通」は約46％、「不満」は約 8％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約67％となっていることから、満足度は低い水準であるということになる。 

  性別でみると、男性より女性の方が若干満足度が高くなっている。また、男性の方が「不

満」という回答している人が約 10％を占めている。いずれにしても、性別間の割合は僅

差である。 

  年代別でいうと、30代と70代以上の満足度が約 60％以上となっており、全体と比べ

て高くなっている。また、20代、50 代、60代は約 35～39％の満足度となっており、

低い水準である。「不満」については、回答が出現するのは 40代～70代以上となってお

り、年代が上がるにつれて割合が高くなっていく傾向となっている。ヒアリングでは開店

時間の遅さや品数の少なさなどにより「不満」をあげる人がみられた。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=34） 

  宿泊については、未経験者がかなり多いため、サンプル数は他と比べて極端に少なくな

っている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約59％、「普通」が約38％、「不満」が約 3％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約66％となっていることから、若干低くなっていることが分かっている。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が満足度が約 24ポイント高くなっている。 

  年代別にみると、10代、20代においてはすべての回答が「満足」と回答しており、30

代についても満足度は高い。今回の調査では、満足度は年齢が上がるにつれて、低くなっ

ていく傾向がみられる。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=800） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約57％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約93％となっていることから、日高町はそれよりも約 36ポイントも低い数値になっ

ていることが分かる。 

  性別でみると、全体と比べて差異はあまり見られなかった。 

  年代別にみると、全体と比べて「満足」は50代、60代を除く世代は高くなっており、

50代、60代が全体の満足度を引き下げている状態となっている。特にこの年代は「不満」

も多くなっている。来訪者の中心的世代である 50代と60代の満足度を引き上げること

により、全体的な満足度を上げることができる。同行者構成からいえば、10代は家族連

れが多い（親が30代と推定）ことから、「子供も親も満足した」という分析ができる。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=800） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。リピーターの中で 4回目の来訪

者の満足度が最も高くなっている。 

  赤枠の初めてと、青枠のリピーター（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、

初めて来訪した人の方が、満足度は高くなっている。その差は約 16ポイント差が出てい

る。概ね、回数を重ねるにつれ満足度は下がっていく傾向がみられる。また、「不満」も少

し多くなっていくことが分かった。 

【来訪回数別全体満足度】 
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（１）自由記入（n=8） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（302）の約３％となっており、非常に少なくなっ

ている。自由記入が少ないのは、「通過地点であるため」、「滞在時間が短い」ことと関連が

あると推測する。同じような回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分

け、以下に記載する。 

  前年度も口頭でのヒアリングにより同じ意見があったが、「開店時間を早めてほしい」と

の要望をあげる人が多くみられた。 

  その他の意見で、「周遊するコースを作ったほうが良い」や「（お店など）目立つように

したほうが良い」という意見があり、これらについてはすぐ対応したほうがよく、滞在時

間の延長や地域消費金額の向上が望める。 

※（性別／年代／居住地） 

  

① ポジティブな感想 

  ・これからも頑張ってください。（男性／70代以上／帯広） 

  ・景色が良い。（女性／70代以上／札幌） 

 

 ② ネガティブな感想 

  ・よい自然があるのに活かしきれていない（男性／70代以上／札幌） 

  ・274号線の交通量減少のせいか町が寂しくなっている。途中の路面が悪かった。（男

性／70代以上／札幌） 

  ・日高に期待はありません。昔は日高の産物、人情を知っていたが、最近はただ金儲け

ばかり。（男性／70代以上／札幌） 

 

 ③ その他の意見 

  ・予想以上に寒かった（男性／70代以上／道外） 

  ・周遊するコースを作ったほうが良いと思う。（女性／70代以上／帯広） 

  ・お店の旗など玄関前に建てたりしたほうが良いと思う。目立った方がいい。看板でも

いい。（男性／70代以上／帯広） 

  

2-1３ 今回、日高町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 56.0％、女性44.0％ 

年代構成 
10代 4.0％、20代 7.3％、30代 7.6％、40代 15.2％、50代 21.9％、

60代 28.8％、70代以上15.2％ 

居住地 道内 92.1％ 道外 7.9％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）10.3％、大人の家族（18歳以上）19.5％、夫

婦39.7％、ひとり18.5％、友人 8.3％、カップル2.6％、その他 1.0％ 

イメージ ある 69.5％、ない30.5％ 

来訪回数 初めて12.9％、2回目5.3％、3回目 6.6％、4回目2.6％、5回以上72.5％ 

再来訪期間 半年以内 47.5％、1年以内27.0％、３年以内13.3％、それ以前 12.2％ 

来訪手段 マイカー92.4％、公共交通機関0.3％、バスツアー1.0％、その他 6.3％ 

所要時間 
1時間未満 2.0％、1時間台25.8％、2時間台31.8％、3時間台15.9％、 

4時間以上 24.5％ 

立寄り先 立寄った 51.3％、立寄っていない 48.3％ 不明 0.3％ 

立寄る予定 立寄る73.2％、立寄らない26.8％ 

滞在時間 
日帰り（半日）87.1％、日帰り（一日）7.9％、1泊 2日 3.6％、 

2泊 3日 1.0％、3日以上0.3％ 

町外宿拍 する 48.7％、しない51.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 21.5％、歴史・文化を知るため 1.7％、 

自然を楽しむため 19.2％、日常から解放されるため 10.3％、 

家族サービスのため 9.6％、その他 37.7％ 

消費金額 平均 909円、最小値0円、最大値 10,000円 

情報源 
自身の経験 21.5％、家族・友人知人などからの紹介 1.7％、インターネット

利用（SNS 含む）14.5％、紙媒体など 7.4％、その他29.6％ 

総合満足度 満足 57.1％、普通37.6％、不満 5.3％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 74.4％、普通24.2％、不満 1.4％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 47.1％、普通45.4％、不満 7.5％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 46.0％、普通46.0％、不満 8.0％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 58.8％、普通38.2％、不満 2.9％ 
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第３章 平取町における春期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携DMOとして3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPI の設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  びらとり温泉ゆから 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年5月17日（金）～19日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 5月 17日（金）  72枚 

  ② 5月 18日（土） 128枚 

  ③ 5月 19日（日） 100枚 

          合計 300枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=300） 

  男性と比べて女性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=300） 

  全体的にみると、60代が最も多く、次いで50代、70代以上と続いている。俗にいう 

ミレニアル世代（1980～2000年代生まれ）の20代、30代においては、約19％にと 

どまっており、10代を合わせたとしても約26％と低い水準となっている。仮にこういう 

世代をターゲットにする場合、若年層への集中的なプロモーションが必要となる。 

 全体をみると50～70代以上が約6割を占めており、高年齢層が多く訪れていることが 

分かる。しかしながら、調査ポイントが温泉施設という事も加味すべきではある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-１ ご回答いただく方について 
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  この年齢層を性別でクロス集計すると以下の図のような結果となっている。以下の図は 

男性の年代である。割合としては 60 代が最も多く、次いで 70 代以上、50 代と続いて

いる。30代以下の若年層は約28％で、全体の割合とほとんど変わらない結果となってい

る。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代である。60代が最も多く、次いで50代、70代以上と続いてい

る。30 代以下の若年層の割合は男性と比べて約 4 ポイント低くなっている。全体の割合

と比べて、あまり差がない状況である。 

【女性×年代】 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=300） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約87％となっており、ほとんどの来訪者が道内か      

 ら調査地へと訪れているのが分かった。 
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  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からが最も多く約 31％を占 

めている。次いで近隣都市圏の苫小牧市、日高町と続いている。近隣町である、むかわ町

からの来訪者は低い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているかを把握するために、振興局別に集計したところ

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方からの来訪者で、次いで、日高、胆振と

なっている。調査地から北側にあたる上川地方からはほとんど来訪していないことが分か

った。おおむね居住地から調査地まで1時間半以内で来ることができる居住地からの来訪

が多くなっている。 

【振興局別の居住地割合】 
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  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。具体的な都道府県名は、

サンプル数が少ないため示すことができないが、どのエリアから来訪しているか把握する

ために以下の図のように集計した。その結果、東京、神奈川などの関東圏からの来訪者は、

約55％と道外からの来訪者全体の半分となっている。次いで、京都を含む関西圏は約16％、

残りの27％が他の地域からきていることが分かった。 

  大きなエリアで見てみると東日本（北日本、北陸を含む）からは約72％、西日本から

は約17％、海外は約11％となっている。海外はアメリカから7人グループでの来訪であ

る。 
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  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所がわからないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。これは来訪のしやすさが起因していると推測する。直線距離では 20～40ｋｍの範囲

にある居住者が訪れているのが分かる。居住地を意識したターゲット設定をする場合、現

状の来訪者の居住地から多くの来訪者を獲得するか、まだ来ていない居住エリアから来て

もらうかによって、どこでプロモーションをかけていくかが決めやすいといえる。 

  あまり来訪していない、もしくは、全く来訪していないエリアをターゲットにする場合、

来訪しやすいようにルート図など必要になってくる。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=300） 

  全体としては、夫婦が最も多く約31％を占めており、次いで17歳以下の子供がいる子

供連れ家族18歳以上の子供含む大人の家族が同割合となっている。家族単位で考えると、

約67％を占めており、「家族」で来訪している人が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。10代は、ほとんどが

家族での来訪となっている。40代以降については、夫婦での来訪がそれぞれで約 3割を

超す割合になっている。20代、30代については、17歳以下の子供連れ家族で来ている

人が多くなっており、特に30代については、10代を連れて来訪している形が読み取れる。

また、20代については、全体の中でカップルが多いことも特徴的である。年代の来訪者

割合を平準化するのであれば、現状の同行者構成を踏まえて 10代、20代を連れてくる

30代、40代に積極的にプロモーションするのが良いと思われる。その場合、来てもらえ

るような仕掛け（体験など）が必要になってくる。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=300） 

  来訪者の来訪回数を見てみると、全体的には 28％が初めての来訪である。次いで、約

49％が5回以上となっており、今回の調査では、ハイリピーターが多いことが分かってい

る。 

  男女別でみると、男性より女性の方が、初めての若干来訪が多くなっている。 

年代別の来訪回数を見てみると、10～30代の若い世代は4割ほどが初めての来訪者に

なっていることが分かり、全体と比べて多くなっている。また、年齢が上がるにつれてリ

ピート率が高くなる傾向がうかがえる。その頻度（回数）も同様である。 

全体の年代の中で、リピート率が最も高いのは、50代で約87％となっていることから、

ほとんどがリピーターということになる。特に 50 代以降はリピート率が高く、幾度とな

く来訪する傾向がみられる。この年代にアプローチするとすれば、新規顧客の増加、さら

には傾向からリピーターとなる事を考えると、来訪者の増加に有効と考えられる。 

【全体および年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-２ 平取町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=215） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものになっている。全体

的にみると、約 61％が半年以内に再来訪していることが分かる。1 年以内を含めると約

79％の5人中4人は短いスパンで訪れていることが分かる。 

  年代別に見てみると、10 代、30 代は同じような行動パターンとなっていることから、

同行者構成によるものと思われる。ほとんどの世代は再来訪期間が短いスパンとなってい

るが、40代だけは、全体と比べて長くなっている。 

  この再来訪期間の年代による傾向やパターンは、戦略を考えるうえで有益な情報である

ことが分かる。 

【全体および年代別の再来訪期間】 
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（１）来訪手段（n=300） 

  来訪手段としては、そのほとんどが「マイカー」で来ていることが分かる。ついで、レ

ンタカーを利用している。公共交通金管を利用しての来訪は 1％とほとんどなく、2 次交

通が発達していないことの裏付けともいえる。道外からの来訪者の来訪手段の内訳は、マ

イカーが約47％、レンタカー約37％、公共交通機関は約5％となっている。 

また、レンタカーを多く利用しているのは、ほとんどが道外に居住地を持つ人であった。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マイ

カーが約74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 15.3 ポイント）となって

いるが、全体的には同じような傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-3 今回のご旅行で平取町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）出発地からの所要時間（n=300） 

  出発地から平取町までの所要時間についてだが、その多くは 2時間台で、次いで1時間

台となっている。この所要時間は居住地からの直接来た場合の時間ではないことを留意し

ていただきたい。 

  道内では、1 時間台、2 時間台の所要時間をかけて来訪していることが分かる。道外か

らの来訪者は全てが4時間以上かけて来訪している。 

  直接来訪しているか、経由して来訪しているかによるが、おおむね3時間以上かけてま

で来訪する人はあまりいないことが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-４ 今回のご旅行について、出発地から平取町までの所要時間を教えてください。 
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（１）平取町を訪れるまでに立寄った先（n=300） 

  どこにも立ち寄らずに来訪している人が約6割強を占めており、平取町への来訪が目的

としている人が多くみられることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中でのエリアである。振興局別に集約した。一番多い

のは胆振地方で全体の約半分、次いで日高地方で約 1／4となっている。 

苫小牧方面から経由して来訪する西ルートが多くみられている。数値的には、約 69％と

なっており、かなり多くなっている。その中で多くみられたのはむかわ町と、安平町であ

る。安平町は新しく道の駅ができたことも関係している。 

また、えりも方面からの東ルートは約25％となっており、旭川や富良野、占冠などから

の北ルートは約6％と、ほとんど北エリアを経由しての来訪はほとんどない形である。 

【立寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 
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（２）平取町からどこに訪れるか、立寄よる予定先（n=300） 

  立寄る予定はないと回答した人は全体の約 76％と高くなっており、どこにも寄らず直

接帰路につく人が多いことが分かった。立寄る予定と回答した人は全体の約24％である。

また、まだ立寄る予定が決まっていない人はいなかったため、予定を立てて行動している

ことが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人のエリアについては、以下の図のとおりである。一番多いのが、

胆振地方で次いで日高地方、石狩地方となっている。 

  経由地としてルート的に考えると、苫小牧方面の西ルートを辿る人は、約 62％。えり

も方面の東ルートは約27％、占冠方面の北ルートは、約2３％。となっている。 

  西エリアを経由する要因としては、日高道の存在が大きく、効率よく沿線の様々な場所

に行くことができるから、と推測する。 

【立寄る予定の具体的地名】 
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（３）ルート検証（n=300） 

  どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。数的にみると、最も多いのは「西エリアから西エリアへ」で、来たエリアから元のエ

リアに戻っていくことをみると、当調査地は目的地であることが推測できる。同様に、「東

エリア」「北エリア」も同じエリアに戻っていく割合が多いのが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東エリアからの来訪

（新ひだかなど） 

平
取
町 

北エリアからの来訪 
（富良野や占冠など） 

平
取
町 

全体の 25.4％が 

東エリアから 

全体の 9.4％が 

北エリアから 

全体の 65.1％が 

西エリアから 

西エリアからの来訪 
（札幌や夕張など） 

平
取
町 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

88％ 

8％ 

4％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

9％ 

91％ 

0％ 

西エリアへ 

東エリアへ 

北エリアへ 

12％ 

12％ 

76％ 
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（１）滞在時間（n=300） 

  全体的にみると、約 62％が半日の日帰りで次の場所に移ってしまう（帰宅も含める）

人が多くいた。一日の滞在（日帰り）する人は約13％と低い水準である。1泊以上の平取

町での宿泊者は約 25％となっており、調査ポイントが宿泊施設も兼ねている施設という

こともあるが、日高町の調査と比べて宿泊者は多いことが分かった。 

  以下の図は全体的な割合のほかに、年代別の滞在時間も示している。20代と40代にお

いては、全体と比べて宿泊者が多く、滞在時間が長くなっていることが分かっている。10

代も宿泊者割合が高いため、同行者構成（10代が子、40代が親とした場合）によりこの

ような結果になっていると分析できる。サンプル数が多い 60 代においては、全体と比べ

て滞在時間が短く、宿泊者は約17%にとどまっている。 

  50 代以降の年代の来訪者は、滞在時間が短いことが以下の図から読み取れるため、そ

の年代に対しての滞在時間を延ばすような取組も必要になってくる。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-6 平取町での滞在時間を教えてください。 
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（１）平取町以外での宿泊（n=300） 

  今回の旅行において、平取町以外でも宿泊すると回答した人は、全体から見て約 20％

となっているおり、低い水準となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  その約 20％の内訳としては、札幌・小樽が最も多く約 26％で約 1／4 を占めている。

次いで日高地方が 21％、胆振地方（千歳・苫小牧以外）が約１８％となっている。いず

れにしても、調査地を中心として、1 時間半ほどで往来できる場所に宿泊することが分か

っている。 

【平取町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、平取町以外で宿泊されますか？ 
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来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体的に見ると、イメージがあると回答している人は約 82％でほとんどの人が、何かし

らのイメージを持っていることが分かった。また、居住地別にみると、道内居住者は約 85％

がイメージを持っており、道外居住者については、約 61％にとどまっている。初めての来

訪となっている人でも、何かしらのイメージは持って来訪している人も少なくなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが、「トマト」である。平取町＝トマトというイメージが定着しているこ

とを表している。また、「和牛」も全体の内、約 28％を占めている。農畜産物が約70％で

あり、ブランディングが成功している証拠である。平取町の代表する地域資源である「アイ

ヌ文化」に関しては、約12％となっており、全く回答者の頭に思い浮かばないか、頭には

浮かんでいるものの代表するイメージではない、という事になるため、アイヌ文化を全面的

に観光資源として推し進める場合、強力なブランディングが必要となってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「平取町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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（１）旅行の動機（n=300） 

  全体的にみると、「その他」と回答した人が、約 33％となっている。「その他」の内訳

に関しては次頁に記載する。それ以外をみると「おいしいものを求めて」と回答した人が、

約22％、全体の1／5となっている。次いで、「自然を楽しむため」、「家族サービスのた

め」と回答している。平取町においてはアイヌ文化が観光資源として主として取り上げら

れることが多いが、「歴史・文化を知るため」と回答している人は約 10％と低い水準にあ

る。前述の平取町のイメージを聞く設問では、「アイヌ」と回答した人は約 12％となって

いるため、現時点では来訪者にとってアイヌ文化は観光資源の一つであって中心ではない、

ととらえたほうが良い。そのため、来年度の白老町の「民族共生象徴空間」のオープンを

控え、取り急ぎブランディングを行う必要がある。 

  以下の図は、全体割合のほかに性別、年代別の旅行の動機も示している。 

  性別をみると、あまり全体割合と比べて差異はないが、男性よりも女性のほうが若干「お

いしいものを求めて」「歴史・文化を知るため」と回答した人が多かったことが分かってい

る。 

  年代別にみると、「自然を楽しむため」と回答した人の割合が高いように見えるが、これ

はサンプル数によるものである。10 代～50 代においては、「自然を楽しむため」との回

答が多くなっている。「歴史・文化を知るため」との回答は 30代、40代に全体と比べて

多くみられている。「おいしいものを求めて」との回答は70代以上が割合として多くなっ

ている。 

【全体および性別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の32.7％）で具体的な回答である。 

  調査ポイントが温泉ということもあり、「温泉」と回答している人が約 61％となってい

る。これは、旅行動機の全体割合でいうと約19％を占めていることになる。その他には、

「所用」、「その他観光」となっている。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的にみると、「おいしいものを求めて」、「自然を楽しむため」、「温泉」このキーワー

ドが旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図、「北海道観光客動態調査」と

比べると、主要な選定理由としては当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）消費額（n=300） 

  平取町における消費額（予定を含む）だが、平均金額としては 4,664 円となっている。

最小値の0円は12件と多く、最大値の50,000円は1件しかなかった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 4,664円 

最小金額 0円 

最大金額 50,000円 

 

  以下の図のとおり消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきがあるのが

分かる。赤い線が平均金額である。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で平取町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは5,000円未満の約76％となっており、多くを占めている。次いで5,000～10,000

円未満が約8％となっている。 

  また、性別の割合はほとんど全体割合と変わらないため、性別による差異はないという

ことになる。 

  一方、年代別にみると以下の図のような割合になっている。10 代は自身で支払うこと

は少ない（小金額なら可能性あり）と考えられることから、それ以外の世代に振り分けら

れると捉えたほうが良い。年代別の平均消費金額でいうと、一番低いのは10代の1,875

円で、反対に高いのは、40代の6,793円となっている。これは、同行者構成によるもの

で、40代が10代の消費分を出しているためと推測する。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 
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（２）何に使ったか（n＝451） 

フリーアンサー形式の回答だったので文言を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以

下の図のような割合になった。この問いは予定も含んでいるので「不明」は何を消費する

か決めてはいないが、予定はある、ということである。 

  全体的にみると、割合は「温泉代」が最も多く、次いで「飲食代」、「買物・お土産代」

と続いている。 

消費金額をあげるのであれば、滞在時間を延ばすのが良いと思われるが、平取町には「宿

泊施設」が少ないため受け入れる数に限界がある。そのため、「買物・お土産代」を強化す

ることによって、地域課題である「お土産品の少なさ」や消費金額をあげることができる

と推測する。また、その場合には、お土産品を売る施設も整備することも必要となってく

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=300） 

主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。地域によって消費金額が違

うことが分かった。他と比べて「札幌」と「道外」は消費金額が高くなっていることが分

かっている。「帯広」に関しては、すべてが5,000円以下の消費となっている。「札幌」と

「道外」は滞在時間が長いため、このような割合になっている。宿泊者の多くはこの二つ

の地域からとなっている。 
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=300） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日、一日）

では、3,000円以下と平均金額より低くなっていることが分かる。一番高い金額は 2泊3

日の48,333円である。3泊以上については、2泊3日より金額が低くなっているが、こ

れは、「車中泊」や「キャンプ泊」のため、消費金額が低くなっているものと思われる。い

ずれにしても、滞在時間と消費金額の関係性ははっきりとしている。 
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（１）情報源（n=348） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、平取町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」が最も多くなっている。リピーターが多い証拠でもある。

次いで「家族・友人知人の紹介」によって来訪していることが多くなっている。これは全

てではないが、リピーターが「連れてきている」か「インフルエンサー」となっているこ

との表れでもある。その次には、「特に無し」となっている。 

男女別にみてみると、男性よりも女性の方が家族・友人知人の紹介によって来訪してい

るのが多かった。また、インターネット（便宜上 HPや SNSなどを合算したものとした）

を情報源としているのは男性の方が多かった。 

  年代別にみると、年代を追うごとに「自身の経験」によって来訪している割合が多くな

っているのが読み取れる。年齢が上がれば上がるほどリピーター増える傾向となっている

のが、この図からも読み取れる。近年、インターネット（SNSを含む）を活用した、いわ

ゆるデジタルマーケティングが多くなってきているが、今回の調査では、30代と40代が

全体と比べて多く活用しているのが分かる。60代や70代以上に関しては、ほとんど活用

していないのが分かった。紙媒体による情報の取得はどの世代も少なかった。 

【全体および性別、年代別の平取町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で平取町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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 この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=300） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、ほとんど満足しているようである。性別間での差異は特にみられない。 

年代別でも特段変わりはないが、50代以降の年代の満足度が全体と比べて若干低くなっ

ている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観の満足度は約 78％

となっていることから、満足度は道の調査より約10ポイント高い水準である。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、平取町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=248） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、約82％と高い水準である。「普通」が約16％、「不満」は約2％とな

っており、ほとんど「不満」がない状態であることが分かっている。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％とな

っていることから、満足度は道の調査より約 12 ポイントも高い水準であるということに

なる。 

性別で見ると、差がほとんど見られない。 

年代別にみると、40代の「不満」が全体よりも高くなっている。また、60代以降につ

いては、「不満」はないが、「満足」は全体と比べて低くなっている。いずれにしても、割

合とすれば、ごく僅かであるため、気にする数値でもなかった。 

  【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=240） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、「満足」と回答した人は約71％、「普通」は約22％、「不満」は約7％

であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の満足

度は約67％となっていることから、満足度は道の調査より少し高い水準であるということ

になる。 

  性別で見てみると、ほとんど差がなかった。 

  年代別にみると、10代においては全てが「満足」と回答している。最も低いのは60代

で、全体割合と比べても、約12ポイント低くなっていることが分かった。50代、60代

においては、全体と比べて満足度は低くなっている。満足度は、期待値との差であるため、

リピーターから見れば、最初は満足度が高くても徐々に慣れてくるため、満足度が低くな

っていく。こういったことと考えると、満足度を高く保つ場合、品数を増やしたり、品目

を変えたり、創意工夫が必要となってくる。消費金額向上には、物販は欠かせないものと

なっており、戦略的かつ重点的に取組む必要がある。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=110） 

  宿泊ついては、未経験者が多いため、サンプル数は少なくなっている。以下の図は未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみてみると、約 78％が「満足」と回答している。「普通」は約 22％、「不満」

はいなかった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約66％となっていることから、満足度は道の調査より約12ポイント高い水準である。 

性別で見てみると、ほとんど差がなかった。 

年代別にみると、10～30 代においては「満足」が全体と比べて高くなっている。50

代、60代においては、全体と比べて満足度は低くなってはいるが、気にするほどではない。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=897） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約81％となっている。平成28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約93％となっていることから、平取町はそれよりも約 12ポイント低い数値になって

いることが分かる。 

  性別で見ると、ほとんど差がみられなかった。 

  年代別にみると、「満足」は10代が最も高く、60代が最も低かった。約22ポイント

の差が出ている。10～40 代は、全体と比べて満足度が高く、50 代以降の年代について

は全体と比べて満足度が低くなっているが、気にするほどではない。 

  まずは、現状の満足度を維持することが必要である。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=897） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。赤枠の「初めての来訪」が最も

満足度が高くなっている。約91％となっており、ほとんどの人が「満足」と答えている。 

青枠の「リピーター」（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、初めて来訪した

人の方が、満足度は高くなっている。その差は、約14ポイントである。概ね、来訪の回

数を重ねるにつれて満足度が低くなっていく傾向がみられる。 

【来訪回数別全体満足度】 
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（１）自由記入（n=72） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（300）の約 24％となっている。また、同じよう

な回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、以下に記載する。 

  満足度のとおり、自由記入の回答内容についてもおおむね評価が高かった。再来訪希望

者がおおく、概ね「自然が素晴らしい」と回答している人は、再来訪を希望している傾向

がみられた。 

肯定的な感想としては、「おいしい」や「人が良い」などのキーワードが多くみられた。 

否定的な感想としては、「車いすが無い」、「アイヌ料理を食べるところがない」などがみ

られた。すぐに対処できるものもあるが、公共交通機関の整備については、現状難しい。 

その他の来訪者の意見としては、「自然がとても良い」というところである。PR として

もっと自然をアピールしても良いと思われる。 

    

※（性別／年代／居住地） 

 ① 再度来訪希望 

・自然豊かでまた来たいです（女性／40代／札幌） 

・すずらん咲いてなくて少し残念でしたが、また来ます。（女性／50代／札幌） 

・キャンプ場がとても良かったのでまた来たいです。（女性／30代／札幌） 

  など 

 

 ② 肯定的な感想 

  ・食事、食べ物がおいしい（女性／50代／その他道内） 

  ・接客がとても良い（女性／60代／その他道内） 

  ・静かで肉がとてもおいしい（女性／60代／その他道内） 

  ・大自然を味わったこと、町の皆さんの笑顔やお姿にとても幸せをいただきました。（女

性／50代／札幌） 

  ・義經神社に来ました。古いけど歴史ある神社でよかったです。（女性／30代／その他

道内） 

    など 

 

 ③ 否定的な感想 

 ・二風谷コタンを見るのに車いすが無い！（男性／50代／その他道内） 

 ・アイヌ文化の町だと思ったけど、アイヌ料理を食べられる店もない。高いのに食事が

おいしくない。ひとはとても親切でした。（女性／40代／札幌） 

 ・穏やかで気持ちのいいところですが、交通の便が悪い。（女性／10代／道外） 

 

  

2-1３ 今回、平取町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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④ 要望 

 ・自然をそのまま生かしての観光にしてほしい（女性／60代／その他道内） 

 ・サウナの改良の余地あり。岩見沢のブラックシリカが良い。（男性／50 代／その他道

内） 

 ・アイヌ工芸（プリントやレーザー加工でない本物）の土産品が集まった雰囲気の良い

お店があると良い。（男性／30代／道外） 

 ・キャンプ場が（子供と遊べる）増えたらいいのでは？遊具、ジャンボ滑り台を作って

ほしい。町はすごく好きです。（女性／30代／札幌） 

 ・二風谷コタン観光案内リーフレットについて。①施設紹介と地図に番号を入れてほし

い②施設紹介面、上半分下半分同じ向きにしてほしい（開くと上下逆になるため）③

有料施設に箇所割引のクーポンをつけるなどのサービスが欲しい。（男性／50 代／札

幌）    

   など 

 

⑤ 意見 

 ・以前宿泊した「チセ」がなくなってしまっていたのが、ややさみしいです。（男性／  

40代／道外） 

 ・施設が新しく立派でした。温泉などもあまり知られていないので、もっと PR したら

よいと思います。（女性／60代／その他道内） 

・自然が豊かで気持ちが表れます。おいしい山菜などもいただきました。どの施設も新

しくきれいでした。田植えの体験をさせていただきとても楽しく過ごしました。（女性

／40代／札幌） 

・自然に触れることができて癒されました。パワーを充電できました。（女性／50 代／

札幌） 

・友達が毎年来ていてよかったよというので来てみました。とてもきれいです。まだ来

たばかりですが、楽しみたいと思います。（女性／40代／札幌） 

・お土産お菓子など名産品を買える場所が少ない。自然は素晴らしいと思います。（女性

／40代／札幌） 

・新ひだか町から一時間ほどで来られる平取町は、私たち夫婦の「リフレッシュ休日」

の目的地として度々訪れています。とくにゆからがお気に入り。ドライブ途中の景観

（のどかな風景、個人宅の庭の花々が綺麗等）ユカラ温泉のおいし食事に炭酸泉が大

好きではまっています。ある雑誌で目にしたのですが、平取町の二風谷は自然例が宿

るパワースポットなんですって。平取町でパワーをチャージして、明日からまた頑張

りますね。（女性／40代／その他道内） 

など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 45.3％、女性54.7％ 

年代構成 
10代 6.7％、20代 5.0％、30代 14.0％、40代 15.3％、50代 18.3％、

60代 22.7％、70代以上18.0％ 

居住地 道内 87.3％ 道外 12.7％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）17.7％、大人の家族（18歳以上）17.7％、夫

婦31.3％、ひとり11.3％、友人13.7％、カップル3.3％、その他5.0％ 

イメージ ある 81.7％、ない18.3％ 

来訪回数 初めて28.0％、2回目9.0％、3回目9.3％、4回目4.3％、5回以上49.3％ 

再来訪期間 半年以内60.5％、1年以内18.6％、３年以内11.6％、それ以前9.3％ 

来訪手段 マイカー89.4％、公共交通機関1.0％、バスツアー3.0％、その他6.6％ 

所要時間 
1時間未満20.3％、1時間台26.0％、2時間台26.7％、3時間台9.3％、 

4時間以上17.7％ 

立寄り先 立寄った36.7％、立寄っていない63.3％ 

立寄る予定 立寄る24.3％、立寄らない75.7％ 

滞在時間 
日帰り（半日）62.3％、日帰り（一日）12.7％、1泊 2日 23.3％、 

2泊 3日 1.0％、3日以上0.7％ 

町外宿拍 する 19.7％、しない80.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて22.0％、歴史・文化を知るため10.0％、 

自然を楽しむため20.0％、日常から解放されるため4.7％、 

家族サービスのため10.7％、その他32.7％ 

消費金額 平均 4,664円、最小値0円、最大値50,000円 

情報源 
自身の経験42.2％、家族・友人知人などからの紹介24.7％、インターネッ

ト利用（SNS含む）15.8％、紙媒体など4.9％、その他12.4％ 

総合満足度 満足 80.7％、普通16.8％、不満2.5％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 88.3％、普通11.7％、不満0.0％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 81.5％、普通16.1％、不満2.4％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 71.7％、普通21.7％、不満6.7％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 78.2％、普通21.8％、不満0.0％ 
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